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評

高
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

『
租

税

・
公

債

・
通

貨

新

論
』

高

橋

次

郎

人
間
は
病
氣

に
な

る
と
、
留
者

の
診
察
を
乞

ひ
そ

の
治
療
を

受
け

る
、

の
を
原
則
と
す

る
。

こ
れ
と
略
同
じ
檬

に
、
経
濟
肚

會

と
云
ふ
亘
大
な

る
有
機
盟

も
、
今

日

の
如
く

世
界

の
各

國
が

『
恐
慌
』
叉

は

『
慢
性
的
不
景
氣
』

の
病
床

に
坤

吟
し

て
居
る

時

に
は
、
適

正
な

る
治
療

が
施

さ
れ
、

一
日
も
早

く
斯

か
る
歌

態

か
ら
浮
か
び
上

つ
て
明
朗

な
る
好
景
氣

の
光

に
浴
し
た

い
、

と
希
求
す
る
。
そ
こ
で
、
景
氣

政
策
な
る
も

の
が
必
要
と
せ
ら

れ

る
。

ミ

ュ
ー

ラ
ー

に
從

ふ
と
、
「
景
氣

政
策

の
目
的
は
、
景
氣

高
島
敦
授
の
景
黛
政
策
1

『
租
税

・
公
債

・
通
貨
新
論
」

憂
動

の
内
部

に
於

い
て
、
経
濟

が
そ

の
経
濟
的

オ
プ
テ

マ
ム
に

到
蓮
す
る
檬

に
導

か
な

い
様
な
汎
ゆ
る
過
誤
蓮
動

を
除
去
す
る

に
在
る
。
」
(〉
」
≦
自

o
さ

O
o
犀
§

o
鼠

ω島
o
↓
7
8
同
剛o
悩
自

困
?

ユ
§
洋
竃
宕
累
ユ
ド

q。
6
富
ー
H。。
し
即
ち
、
そ

れ

は
、
恐
慌
封
策

で

あ
り
、
景
氣

挽
回
策

で
あ

る
、
と
解

せ
ら
れ
る
。

景
氣

政
策

は
、
こ
れ
を
金
融
的
景
氣
政

策
と
生
産
的
景
氣

政

策

と
に
分
類
す
る
事

が
出
來
る
。
前
者

に
麗
す

る
も

の
は
、
通

貨

の
増

襲

・
金
買
上

・
資
金

の
融
通

の
如
き
も

の
で
あ
り
、
後

者

に
属
す

る
も

の
は
、
生
産
制

限

・
産
業
合
理
化

。
産
業
統
制

な
ど
で
あ
る
。

今

、

こ
れ
を
世
界

大
戦
後

の
實
際
杜

會

に
於

け
る
獲
展

に
於

い
て
概
観
す
る
と
、
吹

の
如
く

三

つ
の
時
期
を
劃

す
る
事

が
出

來
る
。
工

職
時

及

び
職
後

の
数
年

に
亘
り
駄
洲
諸
國

に
於

い
て
経

濟

生
活

の
破
壊

せ
ら
れ
た
所

の
、
混
説
時
代

に
於

い
て
、
諸
國

は
主

と
し

て
金
融
的
景
氣
政
策
、
即
ち
猫

・
佛

。
英
を
始

め
と

す

る
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ヨ
ン
政
策
を
探

つ
た
。

皿

然

る
に
、
所

謂

『
安
定
化

の
時

期
』
(
一
九

二
五
i

一
九

二
七
)

に
入

つ
て
か
ら
は
、
生
産
的
景
氣
政
策

が
採

ら
れ
た
。

即
ち
、
ド
イ
ツ
か
ら
所
謂

『
産
業
合
理
化
』

蓮
動

が
恰
も
救
世

一
七
九



噌,瓢

高
島
教
授
の
景
氣
政
策
i

『
租
税

・
公
債

・
題
貨
新
論
』

主
た
る
か

の
如
き
親
を

以

つ
て
現
は
れ
た
。

皿

だ
が
、

そ
れ
は
矛

盾
を
激
化
し

て
所
謂

『
第

三
期
』

を

出

現
せ
し
め
た
。
そ
れ

は
、
構
成
的
失
業
を
産

み
、
生
産
と
消

費

と
の
間

の
不
均

衡
を
激

化
さ
ぜ
、
世
界

再
分
割

の
た

め
の
　岡

孚
を
甚

し
く

し
た
。
從

つ
て
、

己
が
ク
リ
ー

ゼ
を
救

は
ん

が
た

め
に
、
費
本

主
義
諸
國

は
身
を

以
つ
て
職

ふ
様

に
な

つ
た
。
そ

こ
で
探

ら
れ
た
も

の
は
、
前
期

の
産
業
合

理
化
を
更

に
徹
底

さ

せ
る
た

め
の
産
業
統

制
政
策

で
あ
り
、
ま
た

、
そ

の
上
に
或

ひ

は
叉
そ
れ

と
相
並
ん

で
採

ら
れ
た
イ

ン
フ

レ
ー

シ
ヨ
ン
政
策

で

あ
る
。
即
ち
、
最
近
時

の
景
氣

政

策

は
、
未

曾

有

の

『
非

常

時
』

の
病
床

に
爾
双

の
劒
を

ひ
つ
さ
げ

て
立
ち
現
は
れ

る
に
到

つ
た
。
斯
く

の
如
く
汎

ゆ
る
治
療
法
を
動
員
せ
る
綜

合
的
景
氣

政
策

こ
そ
は
、

正
に
、
第

一
期
及
び
第

二
期

の
景

氣
政
策

の
鎌

誰
法
的
獲

展

で
あ
る
と
見

る
べ
き
で
あ

ら
う
。

陶
一

 

斯
く

の
如
く

に
し

て
、
今
や
、
汎
ゆ

る
事
象

が
景
氣

の
動
向

に
支
配

せ
ら
れ
、
汎

ゆ
る
政
策
が
景
氣

に
影
響

し
、
そ

の
意
味

に
於

い
て
多
か
れ
少
か
れ
景
氣

政
策
た

る

の
色
を

つ
け
ら
れ

る

の
時
代

に
あ
る
。
從

つ
て
、
世
人

の
關

心
が
そ
れ

に
集
中

せ
ら

一
八
〇

れ
、
東
西

の
経

濟
學
者

の
論
評

が
そ
れ

に
向
け
ら
れ
る

の
も
亦

無

理
の
な

い
事

で
あ

ら
う
。

曾

つ
て
は

『
債
値

及
び
債
格
理
論

の
数

學

的

研

究
』
(】≦
㌣

昏
⑦
日
薄
団o
巴

冒
〈
霧
臥
σq
箇
ユ
o
ロ
ω
一昌

昏
o
↓
ず
8
昌

o
剛
く
巴
器

§
像

喝
暮

⑦肋●
μ
。。
㊤
挿
〉
の
如
き
難
解

の
理
論
的
著
作

を

も

の

し

た

米

國

の

ブ
イ

ツ

シ
ヤ
ー

禽
塁
貯
σq
国
。・げ
魯
)
で
す

ら
、
最

近

で
は

極
め
て
平
易

な
時
論
的
著
作

に
精
働

の
筆
を
走

ら
せ

て
居
る
。

我
國

に
於

い
て
も
、
斯

か
る
傾
向
は
多
分

に
見
出
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る

が
、
吾

々
は
そ

の
中

に
於
け
る

一
つ
の
輝
け
る
存
在

と
し
て
名
古

屋
高
商

の
高
島
佐

一
郎
敏
授
を
學
げ

る
事
が
出
來

る
。
敏
授
は
、
多
年

研
讃

の
成
果
た
る
経
濟
學
特

に
金

融
論

の

藻
蓄
を
傾
け

て
、
攣
輻
極
り
な
き
肚
會

の
移
り
行

く
姿
を
観
察

す
る
事
を
怠
ら
な

い
。

己
が
主
張
す
る
理
論
を
ば
信
念

に
ま

で

高
め

る
程

の
旺
な
る
熱
情

と
、
特
異
な
る
文
章

と
を
以

つ
て
、

教
授
は
、
驚
く
可
き
程

エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ

ュ
に
、
矢

つ
ぎ
早
や

に
著

書

を
公

に
し

て
、
現
下

の

『
非
常
時
』

に
盧

す
る

の
途
を
世
人

に
示
し

て
居

ら
れ
ち
。
肚
會

の
政
治
経
濟

の
情
勢

が
め
ま
ぐ
る

し
く
攣
韓
す
る
世

の
中

で
あ

る
か

ら
、
そ

の
世

の
申
の
動
向
を

展
望
し
、
そ
れ

に
指
針
を
提
供
す

る
た
め

の
教
授

の
述
作
が
、

異
常
な
る
大

テ

ム
ポ
を
以

つ
て
吾

々
の
眼
前

に
立
ち
あ

ら
は
れ



一

る

の
も

ま
た
別

に
あ
や
し
む

に
足
ら
ぬ
事

で
あ
ら
う
。
よ
し
ん

ば
そ
こ
に
同

一
の
理
論
乃
至
政
策

が
繰
り
返

へ
し

て
示
さ
れ

て

ゐ
る

の
を
見
出
す
事
が
あ

つ
て
も

、
そ
れ
は
憂
國

の
至
情
も
だ

し

が
た
く
、
自

己
の
信
念

の
實
践

せ
ら
れ
る
事

を
希

求
す

る

の

一
念

か
ら
生
じ
た
も

の
と
解

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な

あ

　

きカ
ら

う

カ

三

 

高
島
教
授
は
、
既

に
以
前
か
ら

『
リ
フ

レ
エ
シ
ヨ

ン
』
政
策

を
強
調

し
て
來
た
。
そ
れ

は
、「
管

理
通
貨

の
蓮
用
を
通

し

て
具

現
さ
れ

得

べ
き

イ

ン
フ

レ
ー

シ
ヨ
ン
」
(
『
金

融
景
氣

と
そ

の
限

界
」

五
五
頁
)

で
あ
る
。

而

し

て
、
「
今

や
管

理
通
貨
は
世
界
主
要
産
業

國

の
幣

制
と
し

て
の
嚴
た
る
事
實

で
あ
る
。
」
(
管

理
通
貨
論
、
序

一
頁

)
管

理

通
貨
制

と
は
何
を
意
味
す

る
か
。
「
そ
れ
は
、
凡
そ
物
債
水
準

の

攣
動
す
く
な
く
、
叉
は
進
み

て
景
氣
憂
動
す
く
な
き
、
堅
實

な

襲
展
的
な
動
態
的
な
國
民
経
濟

の
運

螢

を

目

標

と

し
、

一
國

(
又
は
進

み

て
世
界
多
敏
國
)

に
於
け
る
通
貨
信
用

の
増
滅

創

滅
を

ば
、
主

に
中
央
銀
行

の
自
由
裁
量

に
よ
り

て
規
制
す

る

の

仕

組

み
叉
は
政
策

の
盟
制

で
あ

る
。
」
(
同
上
、

一
四
四
頁

)「
管

高
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

『
租
税

・
公
債

。
通
貨
新
論
』

理
通
貨
は
、
各
國
自
律
的

に
叉
は
諸
國
協
調
的

に
、
封
外
的

に

は
金

李
憤
を
弾
力
的

に
管

理
す

る
施
設

で
あ
り
、
そ
し

て
封

内

的

に
は
そ

の
機
構

の
坪
内

に
お

い
て
、
統
制

イ

ン
フ
レ
ー

シ

ョ

ン
を
打
出
し
な

が
ら
、
自
國
内

に
於

け
る
貨
幣

の
購
買
力
を
安

定

せ
し
め
ん
と
す

る

の
施
設

で
あ
る
。
」
(
租
税

・
公
債

・
通
貨

新

論
、

一
二
〇
頁

)

勿
論
、
今

日
世
界

の
三
通
貨

プ

ロ
ツ
ク
ー

英

・
米

・
佛

プ

ロ
ツ
ク
は

、
そ
れ
み
＼
特
殊
な
動

き
を
も

つ
か

の
如
く
見

え
る

が
、
然
し

そ
の
底
流

に
は

一
定
方
向

の
潮

流

の
存
す

る
事
を
看

取
す
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
、
「
そ

の
凡

て
が
金
か
ら
全
く
は
絶

縁

し
な

い
と
共

に
、
金

に
は
機
械

的

に
囚
は
れ
ま

い
と
す
る
努

力

、
進

み

て
は
意
識
的

に
金
便
値

を
統
制

せ
ん
と
す

る
企
圖
、

乃
至
は
金

平
債
切

下
げ
を

め
ぐ
り

て

の
相

互
的
策
職

が
看
取

さ

れ

る

の
で
あ

る
。
」

(
同
上
、
二
八
八
頁
)
斯
く

て
金
本
位
制
を

停

止
せ
る
諸
國

が
樹
ほ

『
恰
も
金
本

位
の
上

に
あ

る
か

の
如
き

政
策
』
≧

。・6
ぴ
碧

や
O
巳
争
男
o
年
凶犀

を
探

る
事
を

や
め
す
、
爲

替
安
定
化

の
基
礎
と
し

て
依
然

と
し

て
金

地
金

の

一
定
量
を
尊

重
す
る
な

ら
ば

、
金

の
孚
奪
職

は
や
む

こ
と
な
く
、
結

局
金

の

債

値
は
引
上
げ
ら
れ
、
諸

國

の
通
貨

は
漸

次
減
債
す

る
で
あ
ら

う
。
斯
様
な
情

勢

に
臨
ん

で
は
、
適

正
な
る
リ

フ
レ
ー

シ

ヨ
ン

一
八

一



、

■

高
島
教
授
の
景
氣
政
策
i

『
租
税

・
公
債

・
通
貨
新
論
』

の
限
界
を
想
定
し
、
之
を

通
し

て
産
業

復
興
策
を
強
行

す
る
國

た
こ
そ

が
、
そ

の
國

民
経
濟
を
厚
生

せ
し
む
る
も

の
で
あ
り

、

斯
う
す
る
事

こ
そ
は
實

に

「
不
可
避

の

世

界

的

動

向
」

で

あ

る
。
故

に
、
此

の
秋

に
際
會
し

て
、
健
全
通
貨

・
健
全

金
融

・

健
全
財
政

の
定

型
を
固
執
す
る

の
は
時
務
を
理
解

せ
ざ
る
も

の

で
あ

る
。
(
同
上
、
二
九

三
頁
)

英

・
米

・
日
そ

の
他
支

那
さ

へ
も

の
管

理
通
貨
制

と
尖
鋭
な

る
樹
立
を
な
し
て
居

る
も

の
は
、
昨
今

し
き
り

に
そ

の
崩
壌
を

云

々
さ
れ

て
居
る
金
プ

ロ
ツ
ク
で
あ
る
。
し

か
し
、「
そ

こ
で
の

金
本
位
と
は
全
く
退
藏

金
本
位

の
以
外

の
も

の
で
は
な

い
。

か

く
他
國

に
て
は
便
格

の
既

に
引
上
げ
ら
れ
た
金
地
金

に
向

つ
て

自

國

の
貨
幣
債
値
を
縛
り
付
け
る

の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は

フ

ラ

ン

・
ギ

ル
ダ
ー
…
…
を
金
貨
幣

た
ら
し
め
、
當
然
こ
れ

を
過

高

に
評
債
せ
し
め
ね
ば
や
ま

ぬ
。

こ
れ

が
結

局
、
内

に
原
債

と

物
債
を
均
衡
せ
し
む
る
と
共

に
、
外

に
貿
易
均
衡
を
維

持
す

る

た

め
に
は
、
賃

銀
俸
給
を
引
上
げ

、
失
業
を
人
造
し
、
國
費
を

削
減

し
、
総

じ

て
デ

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
を
強
行

し
て
経

濟
不
況
を

深

め
ね
ば
な
ら
な

い
。
」

(
同
上
、
三
〇
八
-
九
頁
)

斯

く
て
、
教

授

に
よ
る
と
、
金
本
位

停
止
國

が
金
本
位

に
復

位
す

る
事
も
、
叉
金
本
位
國

が
永
く
そ

の
地
位

に
安

住
す
る
事

一
入

二

も

、
倶

に
不

可
能

で
あ
る
事

に
な
る
。
し
か
し
乍

ら
、
か
く
云

へ
ば
と

て
、
敏
授

は
資
本
主
義
杜

會

の
幣
制
か

ら
金
を
慶
棄
す

る
事

の
可
能

な
る
事
を
論
す

る
も

の
で
は
な
く
、

正
に
そ

の
反

封

で
あ
る
。
そ

の
理
由

と
す

る
所
を
き
く
。
「
た

野
資
本

主
義
的

な

る
も
の
が
帝

國
主
義
的
な
る
も

の

へ
の
襲
展

の
必
然
と

い
ふ

こ
と
を
さ

へ
、
想

ふ
な

ら
ば
、
充
分

に
自

明
で
あ
る
。
し
か
し

其
れ
と
は
別
箇

に
、
経
濟
的
國
際
主
義

が
崩
れ

て
経

濟
的
國

民

主
義

が
不

可
避

と
な

れ
る
と
き
、
叉
は
自
由

放
任

が
慶
れ

て
統

制
維
濟
が
必
至
と
な
れ

る
と
き
、
各
自
國
貨
幣

の
稻
量
を
も

つ

て
、
金
便
値

を
統
制

し
管
理
す

る

こ
と
は
、

一
の
必
然

に
属
す

る

の
で
あ
る
。
」
(
一一=

○
頁

)

斯
様

に
観

て
來

る
と
、
英

・
米

の
通
貨
政
策

の
目
標

に
は
實

は
矛
盾
が
な

か

つ
た

と
云
ふ
事

に
な
り
、
從

つ
て

「
現
存

す
る

と
こ
ろ

の
も

の
は
、
進

化
す
る
管

理
通
貨
と
退

化
す
る
退
…藏
本

位

と
の
み

で
あ

つ
て
、
大
職
前
型

の
金
本
位
で
は
な

い
の
で
あ

る
。
」
そ
し

て
、
「
今
後

の
問
題
は
、

ス
タ
ア
リ

ン
グ

・
ド

ル
本
位

の
成
否

ひ
と

つ
に
か

玉
る
、
と
も

云

へ
る
で
あ
ら
う
。
」
(
=
=

五
1

六
頁
)



四

扱

て
、
前

述

の
如
く
今
や
金
本
位
停

止
下

に
於
け
る
管
理
通

貨
制

の
持
績
性
を
展

望
し
て
謬
り
が
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、「
國

々
の
経
濟
生
活

・
肚
會
生

活

・
政
治
生
活

が
眞

に
非
常
時

の
相

を

呈
し
、
随

つ
て
國
家

の
公
債
櫻

・
課
税
椹

・
通
貨
構

の
擾
大

張

化
を
要
求
す

る
限
り
、
今

こ
そ
、
之
ら
三
者

の
協
調

的
綜
合

的
實
行

が
便
宜
化
せ
ら
れ

て
ゐ
る
時

で
は
な
か
ら
う

か
。
」
(
一

二

一
頁

)
と
高
島
教
授
は
進

ん
で
述

べ
る
。
高
島
敷
授

の
新
著

『
租
税

・
公

債

・
通
貨
新
論
』

こ
そ
は
、
實

に
、
此

の
三
者

の

關

係
を
問
題

と
す
る
事

に
よ

つ
て
、
そ
れ
を

通
し

て
現
下

の
景

氣
政

策

に
も
論

及
し
て
ゐ
る
も

の
と
云

へ
る
で
あ
ら
う
。

一
九

三
〇
年

以
後

の
世
界
各
國

の
財
政

は
、
僅
か

に

一
九

三

四
年
度

の
英
本
國

の
そ
れ
を
除

外

と

し

て
、
凡

て

『
赤

字

財

政
』

と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
入
る
。
「
か

玉
る
不

均
衡
財
政

の
情
態

こ
そ
は
、
實

に
、

ス
ク
ア
リ

ン
グ
グ

ル
ウ
プ
、
弗

グ

ル

ウ

プ
、
金

グ

ル
ウ
プ
等

の
別
を
超

え
て
世
界
的
現
象

と
み
ら
れ

う
る
も

の
で
あ
る
。
」
(
二
三
頁
)
そ
れ
は
、「
総

じ

て
は
、

世
界

的
経
濟
不
況

の
反
映

で
あ

る
」
(
二

四

頁
)
け

れ

ど

も
、
し

か

し
、

そ
れ

は
各
國
民
経
濟
當
面

の
難
澁
を
救
濟
す

る
工
作
た
る

嵩
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

『
租
税

・
公
債

・
謡
貨
新
輪
』

に
と

讐
ま
る

の
で
は
な

い
。
そ

れ
は
實

に
進

み

て
、
各
國
民
経

へ

も

ぬ

ヘ

ヘ

へ

濟
を
積
極
的

に
指
導

し
、
ま
た
意
識
的

に
個

々
人

の
企
業

や
諸

産
業

の
維
濟
生
活
を
管

理
し
改
善

せ
ん
と
す
る
こ
と

に
あ
る
。

】
言

に
お
ほ

へ
ば
、
國
民
経
濟
的
不
況
か
ら
韓
來

せ
る
財

政
的

不
況
を
政
策
的

に
止
揚
し
、
財

政
的
活
動

に
よ
り

て
國
民
経
濟

を
克
服
せ
ん
と
す

る
こ
と
に
あ

る

の
だ
。
…
…
そ
れ
は
、

一
九

一
一八
年
前

に
行
は
れ
た
金
準
債

切
下
げ

が
事
實

上

の
爲

替
低
落

な

い
し
総
物
債
騰
貴

を
追

認
す

る
安
定
政
策

た
り
し

に
封
し
、

一
九

三
三
年
後

に
み
ら
れ

た
る
其
れ

が
失
均

衡
を
同
復

せ
ん

と

す
る
景
氣

政
策

と
し
て
實

行
さ

れ

て

ゐ

る

の

に
類
似
す
る
。
」

(
二
四
-

五
頁

)

斯
く

の
如
く

に
し
て
、
今

日

『
適

正
な
る
赤
字
財

政
』

こ
そ

は
、
適

正
な
る
低
金
利

と
準
便

切
下
と
共

に
、
世
界

の
大
多
数

國

の
國
民
経

濟

の
内
外

に
封
す

る
均
衡
關
係
を
再
整
調
し
、
そ

れ
ん
＼

の
全

般
的
赤
宇
政

策
を

黒
字
化
す
る
た
め

の
不
可
欠

の

建

設
的
政
策

に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ

の
様
な

政
策
を
行

ふ
に
方

つ
て
は
、
「
一
面

に
は
適

正
限
度

の
赤
字
公
債
政
策
を
逞
用
し
そ

の
赤

字
分

の
成
る

べ
く
多
く
を

直
接

に
國
螢
事
業
費

に
充

つ
る
傍

ら
、
他

面
こ
れ
を
將
來

に
止

揚
す
る
と

ム
も

に
、
今

日
少
く
も
利
佛

の
源

泉
を
打
出
す

る
に

一
入
三



高
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

『
租
税

・
公
債

・
通
貨
新
論
』

堪

ふ
る
底

の
税
制
改
革

と
税
率
引
上
げ
を
進
歩
的

大
衆
厚
生
的

に
實
行

す
る
」
(
五

二
頁

)
様

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
こ

で
、
教
授
は
、
赤
字
財

政
を
申

心
と
す
る
低
金
利

・
高

就
業

・
低
爲
替

・
産
業

と
貿
易

の
復
興

・
物
債
と
所
得

の
漸

増

と
云

ふ
現
象
を
蓮

べ
、

又
所
得
全
般

の
上
暦

部

に
封

す
る
累
進

課
税
と
自
然
増
牧
と
を
力
読
す

る
。
そ
し

て
、
斯
か

る
バ

ラ
色

の
展
望

あ
れ
ば

こ
そ

、
各
國

は
赤
字
公
債

の
年

々
の
累
積

に
接

し

て
も

敢
え

て
之
を

「
國
民
経
濟
繁
榮
化
を

目
標
と
す
る
管

理

財

政
の
運
用
」
(
九

八
頁
)
で
あ
る
と
な
し
て
、
悠
然

と
し

て
居

ら
れ

る
の
だ
と
言

ふ
。

斯
様

に
し

て
非
常
時
豫
算

の
實
行

の
た
め

に
起

さ
れ
る
亘
大

な

る
國
債
i

ー
赤
字
公

債
の
跡
始
末

と
し

て
は

.

ロ
シ
ヤ
や
ド

イ
ツ
が
實

行
し
た
檬
な
事
實

上

の
全
慶
棄

と
云
ふ
方
策
を
措
く

な

ら
ば

、
當
然
次

の
三
方
策

よ
り

な

い
筈

で
あ
る
。

即
ち
、

一
、
租
税
全
般

の
激

増
。

二
、
國
内
総
物
債
騰
貴
と
爲
替
惨
落
を
通

し
て
の
貨
幣
便
値

の
切

下
げ
。

三
、
國
債
利
率

の
総
括
的
引
下
げ
。

そ
れ
故

に
、「
無
維
論

な
る
國
債
増
畿

こ
そ
は
、
非

常
時
財

政

の
問
題
を

一
歩
た
り
と
も
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、

た

讐
難

問
題

を
後

日

に
而
か

も
高
利
付

き

に
て
繰

り

の
べ
る
も

の
に
外

哺
八
四

な

ら
な

い
。
L
(
二

一
四
頁
)
從

つ
て
、
た

穿
そ

の
時

々
の
國
債

消

化
能
力

の
み
を
官
僚
的
金
融
的

の
見
識

だ
け

で
測
定
し

て
國

債
方
策

の
み
を
高

橋
藏
相

の
如
く

に
偏
愛

す
る
事
は
、
そ
れ
を

他

の
方
策
例

へ
ば

リ

フ
レ
ー

シ
ヨ
シ
の
施
行

に
資

せ
ん
と
す

る

に
あ
ら
ざ
る
限

り
、
國
民
大
衆

の
將
來

の
厚
生
を
害

ふ
も

の
で

あ

る
と
、
教

授
は
現
下
の
我
國
策

に
封

し

て
警
告
を
獲
し

て
居

る
。
然

ら
ば
、
如
何
な
る
経
論

を
以

つ
て
、
之
を
行

ふ
べ
き
か

と
云
ふ
に
、
「
そ
こ

で
の
問
題
は
、
赤
字
歳

計

の
支
辮

の
主
要
方

向

が
大
衆
生
活

の
向

上
に
向
け
ら
れ

る

こ
と
、
且

つ
そ

の
跡
始

末

と
し

て
の
税
制
改
革

が
、
英

・
米

の
ご
と
く

に
租

税
牧
納
額

の
三
分

の
二
が
直

税
か
ら
と
云

ふ
や
う
な
方
向

に
お

い
て
解

決

せ
ら
れ
る

こ
と
が
、
望
ま
し

い
。
」
(
九

八
頁
)

我
國

に
於

け
る
直

税
封
間
税

の
牧
入
比
率

が

一
封

三

で
あ

る

の
に
封
し

て
、
英

・
米

の
そ
れ
は

正
に
逆

で

三

封

一
で
あ

る

が
、
そ
れ
を
正
し
く
な

い
と
観
る
教
授

は
、
「
経
濟
均
衡

へ
の
矛

盾
を
内
在
す

る
高
度

資
本
主
義

國

の
租
税
髄
系
は
、
必
す

や
直

税
を
太
宗
た

ら
し
め
、
殊

に
も
個

人
所
得

や
法
人
所
得

や
不
勢

増
債

や
遺
産

や
相
績
財
産
等

へ
の
税
率
を
ば
利
得
衝
動
を
滅
却

せ
し
め
ざ
る
限
り

に
於

い
て
累
進
化

し
、
ま
た
之
ら

の
税
率
を

容

易

に
攣
更

し
得

る
が
如
き
議
會

を
構
成

せ

し

む

る

を

要

す



る
。
し
か
し
て
、
之

ら
の
直

接
税
艘
系
を
斯
く
動
員
し

て
足
ら

な

い
歳
出
需
用

に
至

つ
て
は
、
低
金

利
を
導

入
し
た

る
う

へ
、

赤
字
公
債

に
訴

ふ
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
。
L
(
一
〇
七
頁
)
そ
し

て
、「
繁
榮

に
到
る

の
道
と
し

て
は
、
各
國
が
そ
れ

ん
＼

自
國
経

濟

力

に
相
磨
す

る
底

の
赤
字
財
政
的
公
共
事
業

を
自
律
的

に
施

行

す

る

の
外
が
な
か
ら
う
。
」
(
序
、

三
頁

)
と
主
張
す

る
。

右

の
如
く

に
思
考

す
る
が
故

に
、
高

島
敏
授

は
強
調

し
て
日

ふ
。
「
い
ま

や
諸
國

殊

に
我
國

の
財
政
は
、
経
濟
を

、
ま
た
政
治

を
、
未
曾
有

に
強
く

、

い
な

饒
り

に
も
強

く

支

配

し

つ

玉
あ

る
。
し
か
も
此

の
経

濟
に
封
す
る
財
政

の
優

位

は

少

く

も

當

分
、
不
可
遜

の
必
然

に
属
す
る
が
如
く

で

あ

る

と

す

る

な

ら

ば
、
こ

」
に
こ
の
主
題
租
税

・
公

債

・
通
貨

の
關
聯

へ
の
理
解

は
當
面

の
急
務

で
は
な
か
ら
う
か
。
」
(
序
、
七
頁

)
と
。

五

前
述

せ
る
所

に
よ

つ
て
、
吾

々
は
、
高
島
教
授

の
景
氣
政
策

を

う
か

壁
ひ
知

る
事

が
出
來

る
。

敏
授

は
、
英

・
米

の
先
進
國

に
於

い
て
主
張
せ
ら
れ

つ
玉
あ

る
諸
種

の
理
論

や
政
策
を
充
分

に
翻
齢

し
て
我
物
と
な
し

て
居

る
。

而
し
て
、
斯

か
る
基
礎
付

の
上

に
立

つ
て
、

一
定

の
理
論

高
島
敦
授
の
景
氣
政
策
1

『
租
税

・
公
債

・
通
貨
新
論
』

的
根
擦

に
照
ら
し

て
、
我
が
國
民
経
濟

の
實
歌
を
批
判

し
指
導

せ
ん
と
し

て
居

ら
れ

る
。
英

。
米

と
日
本

と

の
間

に
は
特
異

蕪

の
あ
る
事
は
否
定
し
得
な

い
事
實

で
あ
る
が
、
し
か
し
大
艘

に

於

い
て
日
本

の
経
濟

は
英

・
米

の
そ
れ

か
ら
大
な
る
影

響
を
う

け

つ
曳
生
長
し

つ

、
あ
る
事
は
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い

で
あ
ら
う
。

そ

の
意

味

に
於

い
て
、
わ

が
高

島
敏
授

の
如
き
行

き
方
も
亦

一
つ
の
存

在
理
由
を
も
ち
得
る

で
あ
ら
う
。

へ

も

も

へ

も

ヤ

へ

も

教

授

の
読

く

が

如

く
、
管

理
通
貨
と
管

理
財
政

と
を
以

つ

て
、
よ
く
我
國

民
経

濟

に
好
景
氣
を
も
た

ら
し
、
非
常
時
を

解

鴻

せ
し
め
得
る
な
ら
ば
、
何
人
も
そ
れ

に
喜

び
を
感
ぜ
す

に
は

居
な

い
で
あ
ら
う
。

だ
が
、
果

し

て
、
事
實

が
そ

の
通
り

に
動

く

か
ど
う

か
は
、
全
く
疑
問

で
あ

る
と
云
は
ざ
る
を
得

な

い
。

そ
れ

は
、
全
く

理
論

を
超
越

せ
る
世
界

に
屡
す
る
事

で
あ
る
か

ら
、
汎
ゆ
る
政
策
が
適

正
の
将
外

に
出

で
、
リ

フ
レ
ー

シ
ヨ
ン

が
イ

ン
フ

レ
ー

シ

ヨ
ン
と
な
り

、
財
政
も
亦
赤
き
無
軌
道
を
走

り

全
く
管

理
の
外

に
立
つ
事

が
あ

つ
て
も
、
そ
れ

ほ
あ
な
が
ち

教
授

の
展
開

せ
る
租

税

・
公
債

・
通
貨

の
關
聯

に
就

い
て
の
理

論

叉
は
主
張

の
誤

謬

で
あ
る
と
は
云
ぴ
得
な

い
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
、
そ

の
申

の

一
が
破
綻
を
來
す
か
叉
は
バ

ラ

ン
ス

を
著

し
く
失

ふ
に
至

る
な
ら
ば
、
此

の
三
者

の
關
聯
は
圓
滑

に

一
入
五



喬
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

「
租
税

・
公
債

・
瓢
貨
新
論
」

は
進
行

し
得
な

い
事

に
な
る
で
あ

ら
う
。

そ

こ
で
、
先

づ
最
初

に
起

る
疑
問
は
、
リ

フ

レ
ー

シ
ヨ
ン
は

果
し

て
旨
く
功

を
奏
す
る
か
ど
う
か
、

と
云
ふ
事
で
あ
ら
う
。

此

の
貼

に
就

い
て
は
既

に
私

が

『
イ

ン
フ

レ
ー

シ
ヨ
ン
景
氣

の

分
析
』
(
商
學
討
究

、
第
九
巻
上

冊
)
な
る
小
論

に
於

い
て
論
じ

た
事

が
あ
る
か
ら

、
今

こ

、
に
再

び
繰
り
返

へ
さ
な

い
事

に
し

よ
う
。

そ
し

て
、
財
政

の
方
に
眼
を
鱒

じ
よ
う
。

高
島
教
授

の
主
張
す
る
が
如

き
増

税
を
敢
行

す
る
様
な
議
會

を

つ
く

る
事
は

、
勘
「く

と
も
今

日

の
日
本

の
實
歌

に
於

い
て
は

早
急

に
望
み
得
る
所
で
は
な

い
。
大
な
る
増
税
を
敢
行
す

る
事

に
は
、
吾

々
と
難
も
賛
意
を
表
す

る
事

に
於

い
て
人
後

に
お
ち

る
も

の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
増

税
論
が
勝
利
を
得
る
事

の
困

難
な
る
限
り
、
我
國

の
赤
字
財

政
は
赤
字
公
債

に
訴

へ
る

の
外

な
く
、
そ
れ
は
衣
第

に
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ヨ
ン
を
助
長
す
る

の
勢

と
な

る
で
あ
ら
う
。

ま
た
、
教
授
は

『
経

濟
に
封

す
る
財

政

の
優
位
』

を
読

く
。

勿
論
、
財
政

に
よ

つ
て
経
濟
が
幾
分

か
改
愛

せ
ら
れ
、
彌
縫

せ

ら
れ
る
事
は
あ
る
で
あ

ら
う
。
し
か
し
、
そ

の
事

に
よ

つ
て
、

経
濟

が

い
つ
も
決
定
的

に
財
政

に
よ

つ
て
支
配

せ
ら
れ
る
事
を

意
味
す

る
も

の
と
解
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ

は
寧

ろ
誤
謬

で
あ

る

輔
入
六

と
云
は
ざ
る
を
得
な

い
で
あ

ら
う
。
商
品
生
産

肚
會

に
於

い
て

は
、
生

産
力

と
消
費
力
と

の
間

の
不
均
衡

に
よ

つ
て
恐
慌

が
生

み
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
考
え
る
な
ら
ば
、
財

政

的

工
作

に
よ

つ
て
経
濟
肚
會

に
於
け

る
景
氣

の
波
歌
蓮
動
を
根

本

的
に
修

正
す

る
事

は
出
來
難

い
事

に
な

る

で

あ

ら

う
。
勿

論

、
景
氣
蓮
動

の
若

干
の
修

正
、
或

ひ
は
そ

の
進
路

の
若

干

の

鍵
更
を
惹
き
起
す
事
は
可
能

で
あ

る
に
し
て
も
。
此

の
事

は
、

貨
幣
的

工
作

に
就

い
て
も
同
然

で
あ
る
。
今

日
の
肚
會

に
於
け

る
景
氣
態

様
は
、
軍
な

る
富

の
再
配
分

や
貨
幣
的
操
作

に
よ

つ

て
根
本
的

に
全
治
し
得
る

が
如
き
生
や
さ
し

い
病
氣

で
は
な

い

も

の
玉
如
く

で
あ
る
。
そ
れ

は
、
幾
分
か
痛

み
を
止
め
る

の
効

果
を
も

つ
に
過

営
な

い
で
あ
ら
う
。
高
島
敷
授
も

「
貨
幣
金

融

に
關
す

る
操
作

は
、
経
濟

の

一
局
面
で
あ
る
」
(
一
五

一
頁

)

こ

と
を
認
め

て
居

る
。
そ
し

て
日
ふ
。
「
低
金
利

や
銀
行
信
用
増
加

そ
れ
自
艦
は
景
氣

を
高

め
る
も

の
で
は
な

い
け
れ

ど
も
、

一
た

び
産
業

生
活
そ
れ
自
身

が
景
氣
好
轄

の
情
勢

を
は
ら
み
來
た
り

ま
す
な

ら
ば
、
金
融
側

に
於

け
る
斯
か
る
援
張
的
條
件

の
具

つ

て
ゐ
る
と
云
ふ
事
實

こ
そ
は
、
直

ち

に
、
景
氣
上
昇

へ
の
契
機

と
な
る
も

の
だ
」
(
九
九
頁

)
と
。

そ
れ
は
、

正
し
い
。
此

の
事

を
認

め
る
な
ら
ば
、
眞

に
景
氣
同
復

の
手
段
方
策

に
考
を
致
さ



ん

が
た

め
に
は
、
翠

に
貨
幣

や
財

政
と

云
ふ
様
な
流

通
局
面

の

み

に
眼
界
を
局
限
す

る
こ
と
な
く
、
も
う
少
し
突

き
進

ん
で
商

品
生
産

の
局
面
を
も
考
察

の
申

に
入
れ
、
爾
局
面
を
併
察
す

る

事

に
よ

つ
て
、
綜
合

的

に
方
策
を
樹
立

し
て
み
る
必
要
が
あ
り

は
し
な

い
か
。
勿
論
、
財
政
的

工
作

が
直

接

に
生
産
的

活
動

を

生

み
出
す
事

は
之
を

否
定
し
得
な

い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
決
し

て
景
氣
同
復

を
根

本
的

に
支
配
し
得
る

が
如
き
偉
力
を
持
ち
合

は
せ
て
居
る
も

の
で
は
あ
り
得
な

い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ど
、
か
く

云

ふ
事

は
、
決

し
て
分
業

と
し

て
貨
幣
金
融

的
方

面
に
於
け
る
景
氣

理
論

・
政
策

の
研
究

に
專

心
す
る
事
を

妨
げ

る
も
の
で
は
な

い
。
從

つ
て
、
此

の
方
面

に
於
け

る
教
授

の
學
界
並
び

に
實
際
界

に
封
す

る
貢
厭
は
、
そ
れ

に
よ

つ
て
傷

付

け
ら
れ
る
事

は
な

い
で
あ
ら
う
。

吾

々
は
、
高
島
教
授

の
著
書
を

ひ
も
と
く
事

に
よ

つ
て
、
内

外

の
経
濟
情
勢
及
び
そ

の
動
向

に
就

い
て
極
め
て
新

鮮
な

る
知

識
を
吸
牧
す

る
事

が
出
來

る
。

し
か
も
、
そ
れ
は

、
近
頃

で
は

常

に
肩

の
凝

ら
な

い
ス
タ
イ
ル
で
平
易

に
か

玉
れ

て
居
る

が
故

に
、
容
易

に
そ
れ
を

理
解
し
得
る

の
便

を
持

つ
。
そ
れ
は
確
か

に

一
徳

で
は
あ
る
が
、
し
か

し
學
問

の
世
界

に
佳
む
人
間

の
中

に
は
、
時

に
は
肩

の
凝

る
理
論
的

に
精
緻
な

る
高
島

敢
授

の
著

高
島
教
授
の
景
氣
政
策
1

『
租
税

・
公
債

・
温
貨
新
論
』

述

の
出

現
を
翅
望
す

る
向
も
あ
る
事

は
否

め

な

い
事

實

で

あ

る
。
私
も
亦
斯
か
る
事
を
望
み
、
教
授

の
健
筆
を
所
り

つ

玉
、

拙

き
筆

を
欄
く
。
(
昭
和
十
年

四
月
、
千
倉
書

房
版
、
菊
判

三
五

一
頁

、
二
圓
)

1

一
九
三
五

・
五
・
二
六
1

一
入
七




